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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第２四半期累計期間
第35期

第２四半期累計期間
第34期

会計期間
自平成26年９月21日
至平成27年３月20日

自平成27年９月21日
至平成28年３月20日

自平成26年９月21日
至平成27年９月20日

売上高 （百万円） 42,015 43,168 87,066

経常利益 （百万円） 1,407 1,335 2,863

四半期（当期）純利益 （百万円） 893 887 1,731

持分法を適用した場合の投資利

益
（百万円） － － －

資本金 （百万円） 1,358 1,358 1,358

発行済株式総数 （千株） 7,980 7,980 7,980

純資産額 （百万円） 13,511 14,945 14,202

総資産額 （百万円） 37,664 37,849 39,504

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 111.94 111.22 217.01

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 18.00 19.00 36.00

自己資本比率 （％） 35.9 39.5 36.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △69 108 3,131

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △652 △10 △744

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △65 △1,086 △1,147

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 6,196 7,233 8,223

 

回次
第34期

第２四半期会計期間
第35期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成26年12月21日
至平成27年３月20日

自平成27年12月21日
至平成28年３月20日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 60.68 56.86

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

　　　　２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３. 持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため、記載しておりません。

４. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用情勢の改善がみられ、緩やかな回復基調が続き

ました。しかしながら、中国をはじめとした新興国経済の減速、原油価格の低迷による資源国経済の減速、また、日

銀によるマイナス金利の導入等の影響もあり、依然として景気、経済の先行きは不透明な状況が続いております。

小売業界におきましては、大都市圏においては富裕層による高額品の需要増や、円安を背景とした訪日外国人による

大量消費が一部ではみられるものの、全体的には一昨年の消費増税以降は、日々の買い物には慎重で節約志向は依然

として根強く、激しい価格競争が続いております。

このような状況のもと、当社では中長期経営方針である「スーパーセンター業態の社会的認知の実現」を遂行す

べく、当事業年度より、「企業規模拡大」「店舗運営力向上」「商品力向上」３つの成長戦略を掲げ取り組みを行っ

ております。

　「企業規模拡大」では今後７年間で30店舗の出店に向けて、主に若手と女性幹部社員の増強をはじめとする「戦え

る組織」に大きく変更を行いました。

　「店舗運営力向上」では「接客」「クリンリネス」「防犯」「武器」「販促企画力」「商人力」をキーワードと

し、とりわけ「接客」では全店舗に接客トレーナーを配置しての接客の質の向上、また「武器」では鮮魚対面売場前

に人員を配置してのお客様への対話を通した商品提案による客数アップを図ってまいりました。

　「商品力向上」では、前事業年度までに、瑞穂店、横越店、境港店において従来の家庭用品売場を「キッチン」

「リビング」の生活シーン別の売場に、また当第２四半期までに大玉店、見附店において「キッチン」「リビング」

「トラベル」「ビジネス」「ワーク」の生活シーン別の売場に改装し、より女性・主婦目線を意識した品揃えに変更

いたしました。尚、これらの改装は、今後他店においても、順次行ってまいります。また当社設立35周年を記念した

特別増量商品、特別価格商品も数多く展開をしております。

　以上の結果、当第２四半期累計期間における経営成績は、昨年同時期の消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動

もあったものの、当社の武器である惣菜や精肉など生鮮部門が好調に推移し、売上高が43,168百万円（前年同四半期

比2.7％増)、売上総利益は8,569百万円（前年同四半期比1.9％増）、営業利益は1,306百万円（前年同四半期比4.9％

減）、経常利益は1,335百万円（前年同四半期比5.1％減）及び四半期純利益は887百万円（前年同四半期比0.6％減）

となりました。

 

（2）財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べ1,654百万円減少し、37,849百万円となりました。

これは主に現金及び預金が989百万円減少したことによるものであります。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ2,397百万円減少し、22,904百万円となりました。

これは主に支払手形及び買掛金が849百万円、長期借入金が845百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ742百万円増加し、14,945百万円となりました。

これは主に四半期純利益が887百万円となり、剰余金の配当が143百万円となったことによるものであります。
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（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前事業年度末に比べ989百万円減

少し、7,233百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において営業活動の結果獲得した資金は108百万円（前年同四半期は69百万円の使用）とな

りました。これは主に、税引前四半期純利益1,343百万円があった一方、仕入債務の減少額824百万円、法人税等の支

払額556百万円があったことによるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は10百万円（前年同四半期は652百万円の使用）とな

りました。これは主に、有形固定資産の取得38百万円によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は1,086百万円（前年同四半期は65百万円の使用）と

なりました。これは主に、長期借入金の返済による支出845百万円があったことによるものであります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,120,000

計 23,120,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年３月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年５月２日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

　普通株式 7,980,000 7,980,000
  東京証券取引所

      市場第一部

単元株式数

100株

計 7,980,000 7,980,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成27年12月21日～

平成28年３月20日
－ 7,980,000 － 1,358 － 1,518
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（６）【大株主の状況】

  平成28年３月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
（％）

有限会社ワイ・ティ・エー 福井県福井市古市一丁目５の１番地 2,024 25.37

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会

社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 567 7.11

ＰＬＡＮＴ従業員持株会 福井県坂井市坂井町下新庄15号８番地の１ 338 4.24

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町２丁目１１－３ 318 3.99

三ッ田　勝規 福井県福井市 200 2.51

三ッ田　美代子 福井県福井市 200 2.51

三ッ田　佳史 福井県福井市 200 2.51

三ッ田　泰二 福井県福井市 200 2.51

浅野　守太郎 福井県あわら市 180 2.26

河合　寛政 福井県福井市 173 2.17

計 － 4,401 55.16
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年３月20日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　　　100 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 　普通株式　7,978,800 79,788 同上

単元未満株式 　普通株式　　　1,100 － －

発行済株式総数 　　　　　　7,980,000 － －

総株主の議決権 － 79,788 －

 

②【自己株式等】

平成28年３月20日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ＰＬＡＮＴ
福井県坂井市坂井町

下新庄15号８番地の１
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

 

 

２【役員の状況】

　 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成27年12月21日から平成28

年３月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年９月21日から平成28年３月20日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成27年９月20日)
当第２四半期会計期間
(平成28年３月20日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,348 8,358

売掛金 445 403

商品 7,363 7,370

その他 796 570

流動資産合計 17,955 16,703

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 8,991 8,753

土地 5,424 5,424

その他（純額） 1,771 1,661

有形固定資産合計 16,188 15,839

無形固定資産 1,233 1,219

投資その他の資産 4,127 4,087

固定資産合計 21,549 21,146

資産合計 39,504 37,849

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,738 5,888

電子記録債務 788 814

1年内返済予定の長期借入金 1,691 1,691

未払法人税等 588 441

賞与引当金 461 330

その他 2,094 1,724

流動負債合計 12,363 10,890

固定負債   

長期借入金 7,510 6,664

退職給付引当金 1,083 1,131

資産除去債務 2,282 2,302

その他 2,062 1,916

固定負債合計 12,938 12,013

負債合計 25,301 22,904

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,358 1,358

資本剰余金 1,518 1,518

利益剰余金 11,327 12,071

自己株式 △0 △0

株主資本合計 14,204 14,948

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1 △3

評価・換算差額等合計 △1 △3

純資産合計 14,202 14,945

負債純資産合計 39,504 37,849
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成26年９月21日
　至　平成27年３月20日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年９月21日
　至　平成28年３月20日)

売上高 42,015 43,168

売上原価 33,601 34,599

売上総利益 8,413 8,569

販売費及び一般管理費 ※１ 7,039 ※１ 7,263

営業利益 1,373 1,306

営業外収益   

受取手数料 51 46

助成金収入 34 41

その他 35 20

営業外収益合計 121 108

営業外費用   

支払利息 75 66

その他 11 12

営業外費用合計 87 79

経常利益 1,407 1,335

特別利益   

受取損害賠償金 ※２ 7 ※２ 8

特別利益合計 7 8

税引前四半期純利益 1,414 1,343

法人税、住民税及び事業税 490 400

法人税等調整額 30 56

法人税等合計 521 456

四半期純利益 893 887
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成26年９月21日
　至　平成27年３月20日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年９月21日
　至　平成28年３月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 1,414 1,343

減価償却費 421 431

長期前払費用償却額 5 5

賞与引当金の増減額（△は減少） △154 △131

退職給付引当金の増減額（△は減少） △46 48

受取利息及び受取配当金 △7 △7

支払利息 75 66

売上債権の増減額（△は増加） 6 41

たな卸資産の増減額（△は増加） △415 △5

仕入債務の増減額（△は減少） △1,065 △824

未払消費税等の増減額（△は減少） 50 △217

受取損害賠償金 △7 △8

その他 73 △22

小計 350 719

利息及び配当金の受取額 1 1

利息の支払額 △76 △66

法人税等の支払額 △354 △556

損害賠償金の受取額 9 10

営業活動によるキャッシュ・フロー △69 108

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,650 △1,650

定期預金の払戻による収入 1,650 1,650

有形固定資産の取得による支出 △665 △38

敷金及び保証金の差入による支出 － △1

その他 13 29

投資活動によるキャッシュ・フロー △652 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 1,000 －

長期借入金の返済による支出 △845 △845

配当金の支払額 △143 △143

その他 △75 △97

財務活動によるキャッシュ・フロー △65 △1,086

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △787 △989

現金及び現金同等物の期首残高 6,983 8,223

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 6,196 ※ 7,233
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自 平成26年９月21日

　　至 平成27年３月20日）

　当第２四半期累計期間
（自 平成27年９月21日

　　至 平成28年３月20日）

給与手当 3,214百万円 3,366百万円

賞与引当金繰入額 296 330

退職給付費用 99 65

 

※２ 受取損害賠償金は、福島第一原発の事故により被ったＰＬＡＮＴ－４大熊店の原発事故損失の一部とし

て、東京電力（株）より提示を受けた賠償額を計上しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

（自 平成26年９月21日
至 平成27年３月20日）

当第２四半期累計期間
（自 平成27年９月21日
至 平成28年３月20日）

現金及び預金勘定 7,321百万円 8,358百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,125 △1,125

現金及び現金同等物 6,196 7,233
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成26年９月21日　至　平成27年３月20日）

　１．配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年12月18日

定時株主総会
普通株式 143 18  平成26年９月20日  平成26年12月19日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となるもの

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年４月30日

取締役会
普通株式 143 18  平成27年３月20日  平成27年５月15日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成27年９月21日　至　平成28年３月20日）

　１．配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年12月18日

定時株主総会
普通株式 143 18  平成27年９月20日  平成27年12月21日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となるもの

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年４月28日

取締役会
普通株式 151 19  平成28年３月20日  平成28年５月17日 利益剰余金

 

（持分法損益等）

当社は、関連会社がないため、該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、小売業という単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自　平成26年９月21日
至　平成27年３月20日）

当第２四半期累計期間
（自　平成27年９月21日
至　平成28年３月20日）

　　１株当たり四半期純利益金額 111円94銭 111円22銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 893 887

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 893 887

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,979 7,979

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成28年４月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　151百万円

（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　19円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成28年５月17日

　（注）平成28年３月20日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   平成28年５月２日

株式会社ＰＬＡＮＴ  

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大中　康行　印  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙村　藤貴　印  

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＰＬＡ

ＮＴの平成27年９月21日から平成28年９月20日までの第35期事業年度の第２四半期会計期間（平成27年12月21日から平成

28年３月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年９月21日から平成28年３月20日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＰＬＡＮＴの平成28年３月20日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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